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地
熱
発
電
の
推
進
に
向
け
た
 

取
り
組
み
の
紹
介
 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
 
鬼

久

保

浩

正

 

一
．
は
じ
め
に
 

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ユ
ー
ト
ラ
 

ル
（
c
N
）
の
実
現
に
向
け
て
再
生
可
 

能
ェ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
導
入
が
求
め
 

ら
れ
る
中
、
「
第
六
次
ェ
ネ
ル
ギ
ー
基
 

本
計
画
」
（
令
和
三
年
一
〇
月
）
で
は
、
 

二
〇
三
〇
年
の
地
熱
発
電
容
量
と
し
て
 

約
一
・
五
G
W
が
掲
げ
ら
れ
、
安
定
的
 

な
再
ェ
ネ
電
源
で
あ
る
ク
地
熱
発
電
4
 

の
推
進
が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
。
ま
 

た
、
「
改
正
温
対
法
」
（
令
和
三
年
三
 

月
）
で
は
、
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
 

の
認
定
、
関
係
法
令
手
続
き
の
ワ
ン
ス
 

ト
ッ
プ
化
の
特
例
措
置
化
（
自
然
公
園
 

法
や
温
泉
法
が
該
当
）
が
謳
わ
れ
た
。
 

環
境
省
で
は
「
地
熱
開
発
加
速
化
プ
 

ラ
ン
」
（
令
和
三
年
四
月
）
に
基
づ
き
、
 

最
大
二
年
程
度
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
 

縮
と
全
国
の
地
熱
発
電
施
設
数
の
二
〇
 

三
〇
年
ま
で
の
倍
増
を
目
指
し
て
い
る
 

が
、
地
熱
開
発
に
要
す
る
コ
ス
ト
、
開
 

発
適
地
選
定
、
法
規
制
（
自
然
公
園
法
 

等
）
、
地
元
と
の
合
意
形
成
等
に
よ
り
、
 

開
発
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
 

状
だ
。
 

ー 
ー

 

ー
 

ー
 

ほ
国
言
 

一
一
．
地
熱
開
発
の
推
進
に
 

！ 

向
け
て
 

地
熱
開
発
の
推
進
に
向
け
て
は
様
々
 

な
課
題
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
地
域
 

と
の
合
意
形
成
の
た
め
の
 
「
順
応
的
管
 

理
」
、
環
境
影
響
の
最
小
化
を
目
指
し
 

た
「
エ
コ
ラ
ン
手
法
」
 
に
つ
い
て
紹
介
 

す
る
。
 

H
地
域
共
生
の
た
め
の
順
応
的
管
理
 

地
熱
開
発
を
行
う
地
域
に
は
温
泉
地
 

が
多
く
、
開
発
段
階
か
ら
発
電
所
運
転
 

開
始
以
降
に
至
る
ま
で
、
生
産
井
の
噴
 

出
量
や
温
度
、
周
辺
既
存
源
泉
な
ど
の
 

状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
協
議
会
等
 

に
お
い
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
 

り
、
影
響
を
評
価
し
つ
つ
運
転
や
全
体
 

計
画
を
見
直
す
「
順
応
的
管
理
」
が
行
 

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
 

え
に
基
づ
き
、
「
温
泉
資
源
の
保
護
に
 

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
地
熱
発
電
関
 

係）」 

の
改
訂
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 

口
環
境
影
響
最
小
化
の
検
討
手
法
】
 

工
コ
ラ
ン
手
法
 

地
熱
開
発
を
行
う
地
域
は
、
国
立
公
 

園
等
の
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
 

こ
と
が
多
く
、
優
れ
た
自
然
の
風
景
地
 

の
保
護
と
地
熱
開
発
と
を
両
立
さ
せ
る
 

必
要
が
あ
る
。
 

国
内
の
地
熱
資
源
の
半
分
近
く
が
国
 

立
・
国
定
公
園
特
別
地
域
内
に
存
在
す
 

る
と
さ
れ
て
い
る
中
、
二
〇
一
二
年
以
 

降
の
規
制
の
緩
和
に
よ
り
、
第
二
種
及
 

び
第
三
種
特
別
地
域
で
あ
っ
て
も
、
自
 

然
環
境
の
保
全
と
地
熱
発
電
開
発
の
調
 

和
が
十
分
に
図
ら
れ
、
真
に
優
良
事
例
 

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
判
断
さ
れ
た
場
 

合
に
は
、
開
発
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
 

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
調
査
を
 

経
て
運
転
開
始
に
至
っ
た
地
熱
発
電
所
 

は
ま
だ
な
く
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
 

経
て
建
設
段
階
ま
で
進
ん
で
い
る
案
件
 

が
二
件
あ
る
の
み
で
あ
る
。
 

優
良
事
例
は
、
自
然
環
境
の
保
全
や
 

公
園
利
用
上
の
支
障
が
な
い
も
の
で
あ
 

エコラン手法の三要素 

生態系、地形、地質水循環土壌、植郵；iど 

エコシステム 

H麿、血 
エンジニアリング 

造成、排水、構造桝iど ラソドスケーブ、景観ぜ 

図1 エコラン手法の三要素 
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る
必
要
が
あ
り
、
特
に
景
観
へ
の
影
響
 

を
最
小
限
に
留
め
る
検
討
が
必
要
で
あ
 

る。 こ
の
よ
う
な
中
、
地
熱
開
発
に
お
け
 

る
景
観
配
慮
に
つ
い
て
、
国
立
研
究
開
 

発
法
人
新
ェ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
 

合
開
発
機
構
（
以
下
、
「
N
E
D
O

」 

と
い
う
）
に
お
い
て
 
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
 

ル
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
手
法
 

（
以
下
、
「
ェ
コ
ラ
ン
手
法
」
と
い
う
）
 

を
活
用
し
た
設
計
支
援
ッ
ー
ル
」
の
開
 

発
が
行
わ
れ
て
い
る
（
図
1
）
。
こ
の
 

技
術
を
も
と
に
自
然
環
境
・
風
致
景
観
 

に
配
慮
し
た
地
熱
発
電
所
を
設
計
す
る
 

際
に
参
考
と
な
る
手
法
や
、
検
討
プ
ロ
 

セ
ス
を
ま
と
め
た
 
「
自
然
環
境
・
風
致
 

景
観
配
慮
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
及
び
 
「
配
慮
 

手
法
パ
タ
ン
参
考
集
」
が
公
表
さ
れ
て
 

い
る
。
 



二
〇
二
一
年
九
月
三
〇
日
に
改
正
版
 

が
公
表
さ
れ
た
 
「
国
立
・
国
定
公
園
内
 

に
お
け
る
地
熱
開
発
の
取
扱
い
に
つ
い
 

て
の
解
説
ー
優
良
事
例
形
成
の
円
滑
 

化
に
向
け
て
ー
」
に
お
い
て
も
、
優
良
 

事
例
の
自
然
環
境
及
び
景
観
へ
の
影
響
 

情報重合 

~ 

あらかじめ,解析に用いる情報・判断基準を準備する 

調査進展に応じ新情報を追加し，地熱開発適地を絞り込む 

解折結果 
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エ
コ
「
フ
ン
手
法
 

図2 エコラン手法における検討内容 

低
減
策
に
 

つ
 
い
て
、
 

具
体
的
な
 

取
り
組
み
 

事
例
を
掲
 

載
す
る
と
 

と
も
に
、
 

立
地
選
定
 

段
階
に
お
 

け
る
環
境
 

配
慮
の
検
 

討
で
は
、
 

「
自
然
環
 

境
・
風
致
 

景
観
配
慮
 

マ
ニ
ュ
ア
 

ル」 

及
び
 

「
配
慮
手
 

法
パ
タ
ン
 

参
考
集
」
 

が
参
考
と
 

⑥3D映像法（本成果） 
数値柵高モデル（DEM）データから3D空間を作成L. 3Dモデルを滴切な位置・大きさにして3D上に配置する。 

景柳分折 

繰彫地点から同祖点 愚彬地点と異なる地点 

3Dモデル作成 

“・ 

"U
3D空間作成 → DEMデータの取込み 

瞬 ' 

' 

一ど一 蓄 
図3 エコラン手法における検討成果：3D映像 

な
る
と
し
て
、
自
然
環
境
・
景
観
に
配
 

慮
し
た
地
熱
開
発
の
さ
ら
な
る
促
進
に
 

向
け
た
情
報
の
充
実
化
を
図
っ
て
い
る
。
 

目
ェ
コ
ラ
ン
手
法
の
適
用
に
つ
い
て
 

エ
コ
ラ
ン
手
法
と
は
、
「
地
域
の
自
 

然
生
態
系
や
地
形
な
ど
の
潜
在
能
力
を
 

借
り
て
、
そ
の
地
域
で
し
か
成
し
え
な
 

い
環
境
を
保
全
・
創
出
し
て
い
く
設
計
 

手
法
」
を
い
う
（
図
2
）。 

地
熱
開
発
に
お
い
て
は
、
N
E
D
O
 

に
よ
り
、
エ
コ
ラ
ン
手
法
の
考
え
方
が
 

反
映
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
の
改
訂
版
 

が
二
〇
二
一
年
一
一
月
に
公
開
さ
れ
た
。
 

そ
の
概
要
を
以
下
の
と
お
り
紹
介
す
る
。
 

【
地
熱
開
発
及
び
N
E
D
O

エ
コ
ラ
ン
手
 

法
活
用
の
概
要
】
 

・
地
熱
開
発
は
、
地
表
調
査
段
階
及
び
 

坑
井
調
査
段
階
を
経
て
、
発
電
規
模
 

が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
性
が
あ
 

り
、
地
熱
開
発
適
地
は
自
然
公
園
地
 

域
に
偏
在
し
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
 

・
自
然
公
園
地
域
の
地
熱
開
発
は
、
第
 

一
一
種
・
第
三
種
特
別
地
域
の
規
制
緩
 

和
は
さ
れ
た
も
の
の
、
環
境
省
通
知
で
 

「
真
に
優
良
事
例
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
 

と
判
断
さ
れ
る
場
合
」
に
、
地
熱
開
 

発
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

・
優
良
事
例
の
主
な
要
件
と
し
て
は
、
 

地
域
と
の
合
意
形
成
、
自
然
環
境
・
 

風
致
景
観
へ
の
影
響
低
減
、
地
域
貢
 

献
へ
の
対
応
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
 

る。 

・
エ
コ
ラ
ン
手
法
は
、
立
地
選
定
段
階
 

か
ら
環
境
配
慮
の
要
素
を
入
れ
な
が
 

ら
事
業
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
大
き
 

な
手
戻
り
が
生
じ
る
リ
ス
ク
を
回
避
 

で
き
る
と
い
う
点
に
加
え
、
検
討
プ
 

ロ
セ
ス
・
環
境
配
慮
の
結
果
及
び
そ
 

の
妥
当
性
が
3
D

シ
ミ
ユ
レ
ー
シ
ョ
 

ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
誰
に
で
も
わ
 

か
り
や
す
い
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
作
成
 

で
き
る
（
図
3
）
。
ま
た
、
こ
れ
ら
 

の
検
討
資
料
が
地
域
と
の
合
意
形
成
 

に
活
用
で
き
る
な
ど
、
優
良
事
例
形
 

成
に
向
け
た
取
り
組
み
に
資
す
る
も
 

の
と
し
て
活
用
で
き
る
。
 

三
地
熟
開
発
の
今
後
に
つ
い
て
一
議
 

血
鷲
 

多
く
の
地
熱
資
源
（
世
界
三
位
の
地
競
 

熱
資
源
（
二
、

三
四
七
万
圃
）
が
存
在
）
町
m
 

を
有
す
る
我
が
国
に
お
い
て
、
二
〇
五
m
『
 

〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ユ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
綱
就
 

の
た
め
に
、
地
熱
開
発
の
推
進
は
重
要
綴
 

な
課
題
で
あ
る
。
本
資
料
で
示
し
た
ょ
森
 

う
な
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
リ
ー
ド
鑓
 

タ
イ
ム
の
短
縮
が
実
現
す
る
こ
と
で
地
」
（
 

熱
利
用
が
加
速
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
片
推
 

一獄 

鬼
久
保
 
浩
正
●
お
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ひ
ろ
ま
さ
 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
 

東
北
支
社
 
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
 

環
境
室
長
。
長
野
県
佐
久
市
出
身
。
技
術
士
 

（
環
境
部
門
、
建
設
部
門
）
。
東
京
農
工
大
学
 

卒
業
。
 

学
生
時
代
は
野
生
動
物
保
護
管
理
学
を
学
 

ぶ
。
入
社
以
来
、
環
境
影
響
評
価
に
関
す
る
 

環
境
調
査
、
景
観
調
査
に
携
わ
る
。
現
在
 

は
、
地
域
循
環
共
生
圏
や
地
熱
発
電
に
お
け
 

る
環
境
配
慮
な
ど
、
環
境
で
地
域
課
題
を
解
 

決
す
る
取
り
組
み
に
も
携
わ
る
。
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